
プレスリリース

豚流行性下痢（ＰＥＤ）の確定診断（２例目）について

平成２６年４月２３日

福 島 県 畜 産 課

平成２６年４月２１日（月）に県内の養豚場において豚流行性下痢（ＰＥＤ）を疑

う事例（同日報道発表済み）があり、県中家畜保健衛生所で詳細な検査（免疫組織学

的検査）を実施した結果、本日、ＰＥＤと確定しましたので、お知らせします。

なお、県内では、４月１１日の発生に続き、２例目の発生となります。

記

１ 現在の状況（平成２６年４月２２日（火）１７時の状況）

（１）飼 養 頭 数 約６，８００頭

（２）現在の発症頭数 １，５６９頭

（３）うち既死亡頭数 ８０頭

【参考】豚流行性下痢（PED）とは
○ 豚特有の病気であり、人へは感染しない。

○ 口蹄疫や鳥インフルエンザとは異なり、殺処分は要しない。

○ 豚に下痢や嘔吐を起こす病気で哺乳中の子豚は死亡率が高いが、子豚以外で死

亡することは稀である。

○ 平成 25年 10月に国内で 7年ぶりに発生し、これまでに 33道県 363農場で約
33万頭に発生が確認されている（4月 21日現在）。

【報道機関の皆様へ】

農場等での取材は、本病のまん延を引き起こす恐れがあることから、決して行わないよう

お願いします。
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